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1　は　じ　め　に

園芸作物の栽培に当たっては，生長点及び成長点部（以

下，生長点と記す）の数を制限したり．すべての生長点を

摘除する方法が用いられている。一般には，生長点を摘除

した場合には糞が厚く大きくなり，彙色も濃く茎が太くな

る傾向が認められる。更に，生長点の摘除は果実，根など

に何らかの影響を与えるものと考えられる。そこで，生長

点を摘除することが葉の光合成能力へどのような影響を及

ぼすか検討した。

2　試　　験　方　法

供試品種は一瑞光102号－を．1989年5月に播種して，

2．5葉期の苗を水耕栽培に供した。水耕栽培には1／5000

aのワグネルポットを用い，1／2園試処方液を使用した。

6月27Llに無処理（以下，CONT．と記す）以外の処理区

において第6葉の上2cmの茎を残し切り取った。側枝の処

理は，TCLOはすべての側枝を摘除した。また．TC－6，

TC－5，6はそれぞれ第6葉，。第5，6柔の側枝を残して

他の側枝をすべて摘除し．TC－1．TC－1．2はそれぞ

れ第1糞．第1．2糞の側枝を残して他の側枝はすべて摘

除した。CONT．はすべての側枝を随時摘除した。

光合成速度の測定は、照度25，0001ux，20℃，R．‖60－

80％，空気流量14．0g／minのもとで第4糞こ，第5糞及び，

第6葉を同化箱内で測定した。ただし、第4糞は6月27日，

7月7日，7月11日，7月18軋　7月26日に，第5葉は7

月24日に∴第6糞は7月25日にそれぞれ測定した。

3　試験結果及び考察

第4糞の光合成速度は6月27日に最も高く，CONT．区

では日を追うごとに低下した。各処理区での光合成速度の

変化をみると，TC－0区では低下し続け．その度合いも

高い傾向を示した。また，TCrl．TC－1，2はその低

下の度合いが高かったが7月26円に光合成速度が少し高く

なった。一方．TCp6，TC－5－　6はその低下の度合い

が比較的小さい傾向を示した。第4糞の一重当りの光合成

量は6月27日が最も高く，各区で臼を追うごとに低下した。

高節位に側枝がある場合（TC－6とTCL5，6）には，

その光合成量の低下の度合いが小さい傾向を示した。これ

に葉面積を考慮に入れると，TC－0区は葉面積は最大で

あるが光合成速度の低下が大きいため一葉当りの光合成鼠

は低い。また，TC一一1，TC－1，2区は糞面積が小さく，

光合成速度も低いため一重当りの光合成量は低かった。

表1第4葉の光合成速度
2（mgCO2・dm，2・hr‾1）

6／27 7／7 7／11 7／18 7／26

CONT．18．89 12．85 11，89 5．58 8．23

TC－0 9．96 10．07 8．44 5．59

TC－6 6．8113．25 6．90 10．85

TC－5，6 10．19 7．99 7．35 10．25

TC－1 8．13 6．07 4．99 7．57

TC－1．2 4．96 6．28 3．15 6．28

蓑2　第4葉の光合成量
（mgCO2・leaf－1・hr－1）

6 ／2 7 7 ／ 7 7 ／ 1 1 7 ／ 1 8 7 ／2 6

C O N T ． 4 5 ．3 5 3 3 ．0 6 3 1．1 3 1 4 ．6 1 2 2 ．2 9

T C － 0 2 6 ．9 1 2 9 ．6 0 2 3 ．8 3 1 4 ．2 2

T C － 6 1 6 ．1 5 3 0 ．7 5 1 6 ．9 0 2 5 ．3 7

T C － 5 ．6 2 6 ．9 1 2 2 ．6 8 1 9 ．2 2 2 9 ．2 1

T C － 1 1 4 ．6 1 1 2 ．3 0 1 0 ，0 0 1 5 ．3 7

T C － 1 ．2 8 ．4 6 1 3 ．0 7 6 ．1 5 1 3 ，0 7

次に．処理30口後の各葉位の光合成速度をみるとト上二位

糞はど高い傾向がみられた。また，高節位に側枝を持つ区

の光合成速度が高い傾向にあった。一糞当りの光合成虫は

光合成速度と同様に，＿1二位糞，高節位に側枝を持つ区で多

かった。TC－0区は葉面積は最大であるが光合成速度が

低いため一葉当りの光合成星も低かった。そして－TC‾

1，TC－1，2区は垂面積が小さく，更に光合成速度も

低いため一葉当りの光合成星は低かった。

以上より，生長点が全くない場合は棄面積が拡大し，単

位東面積が重くなる。しかし一方では，光合成速度が低下

し続けて光合成星も上がらない傾向がある。生抜点がない
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表3　処理30日後の柔位別光合成速度
（mgCO2・dm‾2・ht－1）

第4章（7／26）第5彙（7／24）第6彙（7／25）

CONT． 8．23 9．63 10．25

TC－0 5．59 8．38 5．55

TC－6 10．82 8．92 10．97

TC－5，6 10．25 8．00 15．76

TC－1 7．57 6．51 7．37

TC－1，2 6．28 5．93 11．36

蓑4　処理30日後の葉位別光合成量
（mgCO2・1eaf‾1・h・‾l）

第4彙（7／26）第5葉（7／24）第6葉（7／25）

CONT． 22．29 40．74 48．05

TC－0 14．22 26．14 33．05

TC－6 25．37 42．28 55．35

TC－5．6 29．21 36．90 66．11

TC－1 15．37 22．30 39．98

TC－1．2 13．07 21．52 47．66

表5　葉位別宰面積

第　 4　 彙 第　 5　 棄 第　 6　 姜

C O N T ． 16 0 ．7 2 3 0 5 ．4 7 3 0 0 ．0 8

T C － 0 2 12 ．8 7 4 44 ．9 0 5 7 0 ．5 2

T C － 6 2 0 4 ．6 5 3 6 0 ．6 5 4 5 9 ．3 8

T C － 5 ．6 】9 8 ．48 39 2 ．18 4 1 7 ．2 0

T C － 1 18 1．1 2 3 2 7 ．18 3 9 1．6 4

T C l l．2 15 4 ．40 37 8 ．8 3 3 6 7 ．7 5

ため，光合成生産物は葉に蓄積し糞は厚くなるが．光合成

速度は低下し続けるので生産効率が著しく低下した。側枝

表6　葉位別単位葉面積垂（乾物垂）（mg・cm－2）

第　 4　 彙 第　 5　 彙 第　 6　 彙

C O N T ． 10 ．4 8 10 ．4 0 1 1．0 1

T C － 0 1 4 ．14 14 ．3 9 14 ．88

T C － 6 9 ．6 5 1 1．3 9 1 1．9 0

T C － 5 ．6 9 ．6 7 8 ．64 9 ．6 4

T C － 1 1 1 ．4 2 1 1．9 8 1 1．1 7

T C － 1 ．2 9 ．8 4 8 8 ．17 10 ．4 0

蓑7　乾物垂

全　　 垂 根　　 部 上 郡 （対 全 車比 ）

C O N T ． 63，69 5 8，90 0 5 4．79 5 （86．0 ％ ）

T C － 0 3 3，79 3 9．67 0 2 4，123 （7 1．4 ％）

T C － 6 4 8．29 6 7．88 0 4 0，416 （83．7 ％）

T C － 5，6 4 8．50 5 7．29 5 4 1．210 （85．0 ％ ）

T C － 1 4 7，58 5 7，19 1 4 0．39 4 （84 ．9 ％ ）

T C － 1．2 5 6，36 8 8 ．07 9 48 ．28 9 （85．7 ％ ）

を持つ場合その位置により光合成能力に差が認められ，高

節付に側杖を持っ場合は第4葉の光合成速度の低下も比較

的なだらかであり，各章位の光合成員は高い。しかし．低

節位に側枝を持つ場合（TC－1，TCLl，2）は第4糞

の光合成速度の低下も大きく，各彙位の光合成量をみても

低い。これは，光合成測定を上位葉に限って行っており，

高節付の側枝には生産物を転流するために光合成量が高い

と考えられるが、低節位に側枝を持つ場合は，上位葉から

の／と庶物の転流がないために上位糞の光合成量も低いと考

えられる。根に対する生長点の有無の影響は顕著に表れて

おり，生長点がないと乾物重で10％以上重くなり，糞と同

様に光合成生産物が蓄積すると考えられる。
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